












 

近年,未熟児医療の進歩により出生体重 1000 グラム未満の超未熟児の生存率が向上しまし

たが,その反面,未熟児網膜症の発症頻度が高くなった。従って,産科医にとって,未熟児或

いは早産児の出産をいかに防止するかが未熟児網膜症の予防対策の大きなポイントとなる。 

 そこで,今回は未熟児,とくに胎児発育遅延の出生前対策と治療について報告する。 


